
窃盗技術、窃盗手法の急速な開発、法律上の変化、世界各地の自動車セキュリティシステムを

脅かす犯罪組織についての特別レポート 

車両犯罪において現代の技術の難解性はすでに障害ではなくなり、インターネットの拡大によって、セキュリティシ

ステムのデータや窃盗手法が、さらに自由に入手できるようになりました。盗難の傾向は、地域レベルの小規模グ

ループから、国際的な規模で活動する、より本格的な犯罪組織によるものへと移行してきています。さらに現在で

は、診断用、修理業界向けの自動車セキュリティシステム情報に、独立企業がアクセスできるようになっています。 

SBDでは、自動車業界および関連業界に、変わりゆく盗難傾向についての認識と次世代自動車に対する新たな防

犯戦略の必要性を促す目的から、その画期的なレポート、「今世紀の車両犯罪と電子的盗難手法による影響」にお

いて、上述の状況が与える影響についての調査を行ないました。 

 

詳細に関するお問い合わせは、下記にて承っております。                                                     
担当：杉木 昭郎                                                                                                                
Eメール：asugiki@sbdjapan.co.jp                                                                                    
Tel : 052-253-6202 

今世紀の車両犯罪と今世紀の車両犯罪と  

電子的盗難手法による影響電子的盗難手法による影響  

SBD SBD 自動車セキュリティ調査自動車セキュリティ調査  

本書では以下のような内容を取り上げています。 

� ソ連の崩壊とその後の犯罪組織の増加が車両犯罪に与えた     

大きな影響 

� 自動車メーカーのセキュリティ開発にとって弊害となる、インターネット

上で入手可能なセキュリティ関連情報と新たな法律の導入  

� 今後の車両犯罪についての洞察、および車両犯罪を防止する方法 

本書では、世界各地における窃盗傾向の、1990年代以降の変化を概観します。また、車両犯罪とその今後の見通しについて

の総合的な見解を提供するため、インターネットで即座に入手可能な情報の影響、法律上の変化、世界的景気後退の影響

を分析した結果にも言及します。 



How secure is your future strategy?How secure is your future strategy?  

1990年代初めにおける車両犯罪のピーク以来、先進国の多くで車両犯罪は大幅に減少しています。その主な理由として、  

保険業界からの要求や法律上の変化に対応して、自動車メーカーが電子的イモビライザやその他のさまざまなセキュリティ  

機能を導入したことが挙げられます。   

       しかし今後の状況はどうなるのでしょうか？  

「先進」国では全体的に盗難が減少していますが、プロの犯罪者による窃盗の水準は高くなってきており、「新興市場」における

盗難も増加しています。SBDではこのように増加傾向が継続する背景には、これを助長する重要な要因があると考えて    

おります。 

� 車両犯罪の特徴の変化  

 ソ連崩壊後に出現した、高度に組織化された犯罪集団を軽視することはできません。こうした集団は世界各地で大々的

な犯罪活動を行なっており、新たな窃盗技術に対しても大規模な投資を行なうだけの資金源を備えています。 

�  インターネットの影響  

 インターネットでは、自動車システムに関する多様な情報だけではなく、セキュリティシステムを無効化する多数の    

アフターマーケットの電子機器も入手できるようになっています。 

� 法律上の変化 

 米国において最近変更された法律により、セキュリティ情報へのアクセスが可能になりました。また、近い将来EUで予定

されている変更の結果、自動車メーカーのセキュリティ情報がさまざまな業界に開示され、これまで入手困難であっ た 

セキュリティシステムに関する機密情報が、犯罪者によって利用されることは間違いありません。  

� 世界的景気後退  

 歴史的に見ても、犯罪ことに窃盗は、経済的困難の時代、それも特に失業率の劇的な増加が同時に発生した場合に  

増えています。事実、欧州では不況の直後に車両犯罪のピークを迎えました。現在の景気状況も同じような事態を引き

起こすことが考えられます。  

今後数年のうちに、電子的窃盗手法は自動車セキュリティに対して、最大の脅威をもたらすようになります。自動車メーカーは、

車両犯罪の国際的拡大とインターネットによる情報の普及スピードを踏まえて、確固たるセキュリティ戦略を新たに策定する 

必要があります。  

Reduction in car theft in 
Germany and the UK since 1993  

SBDジャパン 
Tel: 052 253 6201 
E-mail: postbox@sbdjapan.co.jp 
www.sbdjapan.co.jp 



...know what tomorrow brings...know what tomorrow brings  
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ポール・バーンリー 

ITS & テレマティクス シニアスペシャリスト 

サリー大学電子工学科修士課程卒。アルプス電気

でシステムエンジニアとして4 年間スマートキーシス

テムの開発に携わった。自動車業界に身を置いた

12 年間には、特に車両通信と追跡装置を中心に、

エンジン制御装置を手がけた。2005 年からは欧州

保険要件と盗難統計の首席研究員を務めている。 

ロブ・ヘア 

車両防犯および車両所有コスト スペシャリスト 

車両防犯に関しては自動車メーカーに対して15年以上
にわたりアドバイスを提供しており、ロックスミス分野で

は30年以上の経験を有する。盗難手法に関する専門知
識を持ち、コンセプト段階から製造開始に至る防犯シス

テムの設計・テストを専門とする。ロックスミス協会、国

際自動車盗難調査協会のメンバーであり、ロンドン警視

庁で訓練を受けた盗難車両検査官でもある。  

SBDの取り組み 
SBDは、戦略的分析とデータを包括的に組み合わせ、お客様にご提供致します。当社の理念は専門知識を通じてお客様のビジネスの成
長をお手伝いすることです。当社の目的は以下の通りです。 

� お客様が開発すべき技術は何かを再確認していただくことによりビジネスの成長をサポートします 

� お客様の計画と実施にかける時間を短縮することによりコスト削減をサポートします 

...本書の著者について 

「今世紀の車両犯罪と電子的盗難手法による影響」 

(参照番号：SBD/SEC/2196） 

関連レポート 

中国の防盗と保険 

中国市場での適格な車両仕様を設計する為には

適切な知識が不可欠となります。SBDは急速に拡
大する市場で競争する為に自動車メーカーやサプ

ライヤーに有益なレポートを信頼性の高いリサーチ

を基に作成しております。このレポートはブラジル、

ロシア、インドと中国市場をカバーしているSBDの
BRICセキュリティレポートシリーズのひとつになっ
ております。 

北米における車両盗難とその防犯傾向 

本書「北米における車両盗難とその防犯傾向」は、

米国とカナダにおける市場の状況を分析し、まとめ

たものです。最近の法規制の変更で、電子イモビラ

イザ装着車ではステアリングロックの廃止が認めら

れ、自動車メーカーのコスト削減の好機となりまし

た。本書は、北米を主要市場とする自動車メーカー

にとり不可欠な、総合的かつ費用対効果の高い、

世界最大市場への手引書となるものです。 

詳細は下記まで 

お気軽にお問い合わせください。 

asugiki@sbdjapan.co.jp 

詳細に関するお問い合わせは、下記にて承っております。 

SBDジャパン               
Email: asugiki@sbdjapan.co.jp 

Tel: 052 253 6202 / Fax: 052 253 6204        
(担当：杉木 昭郎)  
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